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ダウン症乳児の自己意識と他者意識の発達 (その 2) 
見られ る乙 との意識化としてのは じらいの出現一一
松島恭子
Development of self-other consciousness in infants with Down Syndrome (1) 
-the emergence of the feeling of shyness-
KVOKO MATSUSHIMA 
乳児の自他意識の発達と母子関係研究
0歳期から 1j議期}とかけての乳児は，援近 ・結合と回
避 ・分離の2つの触によって，その対人ネットワークを
綴々に拡大して行く。
養育者との関係も乙の2つの輸によってその発達段階
が描かれている。それはO歳前期での養育者と見知らぬ
ひととの識別1:始まり， 0歳後期にみられる養育者への
媛近と見知らぬひとへの回避行動Kそのピークを示す。
とはいえ，接近 ・結合をその特長とする養育者との関係
それ自体にしても，0歳期を通じて接近要求のみに基つい
て形成されるわけではなし、。乳児と養育者との愛着の発
達とともK，乳児が外界の探索を始める乙とは広く知ら
れる事実であり ，。歳後期の養育者との関係もまた接近
と分離(探索)の両面を持つ乙とをその特長とするので
ある (Bowlby3))。乙れらは乳児が“母親イメージ"を
どのように形成し，それに補完されながら自分の世界を
広げていくか，という説明概念にもとついて解釈されて
いる。 0歳から l歳代の乳児と養育者の関係lζついての
f荷主主は，そのような関係の中で乳児がどのように“母な
るもの"を内在化し，自己と現実の母親とを分離して
CMahler2) )，主体的自己を認識するようになるか
(Sande~) )を説明しているのである(表1)。
ζのような母子関係という三者関係の中に乳児の自己
表1. Mahler， Bowlby， Sanderの発達段階論
月令
Mahlerの Bowlbyの Sanderの
分離一個体化皮論 愛着埋論 母子相互作用の発達段階
0-5 正常な自閉期 愛着形成の前段階 初期の規則化の時期
正常な共生期
5 -10 分化期 愛着の形成期 相互交換の時期
10-15 練習期 愛着の確立第j 誘導の時期
限局化の時期
15-20 再緩近期 自己主張の時期
18- 個体化期 目標修正的なパートナー 再認の時期
シ yプ形成期 自己の恒常性獲得期
(Harter ~ ) 1983) 
( 1 ) 
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の形成をみる立場に対して，乳児が出生後初期から， ま
わりの人々との補完関係という聞かれた系に存在すると
みなし，その自己形成の発速をとらえようとする立場が
ある (Wallon表2，5) 6))。防害乳児の自己形成をとら
えるにあたって，筆者は後者の立湯から，ダウン症乳児
の自他怠識の発達を検討してきた。
本研究の立場
さて，乳児の自己怠識と他者意識の出現を検討する場
合，先K述べて来たような乳児と獲育者との二者関係の変
化を係る乙とによって乳児の自立をとくもの1)2) 3) あ
るいは主体的自己から客対的自己の出現を鏡像への行動
から明らかにしようとするもの 1)8)などがみられる。乙
れらは(1)養育者とのかかわりの観察.(21乳児の自己像理
解の観察，という手段によるデータ収集を行なっている。
ζれらに対して本論文では第三の観察方法をとる。それ
は養育者(あるいは日頃乳児が親しんでいるひと)以外
の人との関係の中で乳児か見せる[はじらL、]行動を分
析する乙とによって，乳児がどのようILr他者jを意識
し始めるのかを考察する方法である。
乙の立場は，先KのべfこWallon5)の“聞かれた"対
人関係において，乳児の自己怠識の発達をとらえようと
する試み9)IO)1Lひきつづくものである。 Walon5)は，
発注初期κおける乳児とまわりの人々との補完関係を霊
視し，その中から乳児が自己および自己に内在化された
他者性を周時Ir.を獲得すると指摘している。筆者は先の
)凶}
報告 から，ー 貸してWallonの立湯iζ立っており.
本稿もとの観点より考察をすすめたいと考える。
くはじらいについて>
はじらいをいうとき“はにかみ"と“照れ ・差恥"
を考える ζとができるが，と ζでは乙れらの語窓を明ら
かiζ し，本稿で取り扱う乳児期初期にみられるはじらい
を定義してお乙う。
“はにかみ"が他者の視線にさらされる乙と，言い換
えればみられているという“自分の存在そのもの"へ怠
識を焦点化しているのκ対して， “照れ・巷恥"は特
定の規範1ζ照らしながら他者が自分をプラスあるいは
マイナスK判断していると感じる乙と， つまり “他者か
ら自分K向けられる評価"に意識を焦点化していると考
えられる。要約すれば，“はにかみ"に対して“照れ・
差恥"の場合は社会的な規範が重要な役害IJを果してお
り，社会化の過程において，より後期iζめばえる感情
と恩われる。乙れは，サルトル11)が[差恥は. “私
は，まさに，他者がまなざしを向けて判断している乙の
対象である..]といったなかの他者の判断を強調する乙
とにつながるものである。乙れに対して“はにかみ"は，
むしろ他者によってみられている自分をさらに自分が見
つめるという意味で. “自意識"の表現と言い換える乙
表2. ワロンの発達段階論
(浜回目 6)により作成)
段階 内 t廿p 
(1)衝動的運動 -周囲のおとなへの生埋的共生を必妥とする
性の段階 -刺激の受容から反応、に至るまでの過程が自動的に決ま ってしま っているか、漠然と筋緊張のエ
ネノレギ一発散が衝動的に生起するにとどまる
(受容から作用の過程に媒介的な組織化が介在しない)
(2時動的段階 -正の情動、負の情動の交感によって、他者との悶に相互毘解システムを確立する
(情緒的共生)。
-他者との受動一能動のやりとりによって、自己自身の感受性の内部に他者性を認識していく
(乙れは外界の対象Ir.関わる部分を含まず、もっぱら「主体内Jのみにかかわる自 ・他意識1:
すぎない)
(3)感覚運動的 -単なる循環反応ではなく、与えられた場面に触発されて、まず目的を設定し、その目的のため
段階 iζ運動や知覚を力動的に調整する
-自力で移動可能になり、継続的にパラパラにたどっていた空聞がひとつの連続空間に統合され
る(手の空間、移動空間の確'fr..)。
-対物的な感党運動的活動と対人的な情動的活動が深く絡み合う
(4股影的段階 -現前の身体身振りを通してイメージを得る
-自分と他者の役割l交醤あそびから自他関係の獲得へ移行する
-周閣のおとなとの言葉のやりとりによって、自我内のやりとり(自他二重性)を生み出す
( 2 ) 
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ともできる。
臼己意識と他者意識の発生および発達の過程において
は，したがって，まず他省からみられているという乙と
の怠識化があり ， しかるのちに社会的な判断~準を取り
入れて行くという段階が1!!定される。 ζの怠味からいえ
ば.乳児期の長初にみられる“はじらい"は“lまICかみ"
に近いものであり，そののち他者からの評価を意識した
“照れ ・;1Ji恥"がめばえるのではなし、かと身えられる。
したがって本稿における “はじらい"はとくに乙 とわら
ないかぎり ζれを“はにかみ"の意味で用いる。
ダウン症寧L!尽のはじらい行動
先の報告12忌はタFウン症乳児の社会性全般について，特
』乙養育省との対人関係の発注を中心におきながら分析し
た。本稿ではζれと同ーの対象児iζ関する養育者の日常
観察およびJ!者が面接時に問診して聴取 ・補足した資料
をもとに，上述した視点から乳児期のはじらいの発達お
よびそれと他の側面の関連を考察する方法を月1いる。
<Y.T.児の発達>
1.資料分析
表3はY児の0主主後期からl歳半までの発速について，
(11見知らぬひとに対する反応の発達.(21?H1者との愛析
と共感性の発達， (31m大 ・微細運動発達と生f型リズムの
発達，という三つの観点から資料をまとめて示している。
山 見知らぬひとに対する反応
7 8カ月頃から見知らぬひとをジっとみるようにな
り， 9 10カ月には男性をみると泣くようになる。乙の
ような人見知り行動は 1成頃まで続くが， ] ~友すぎ頃か
ら見知らぬひとに出会った時.初めは用心するがそれ以
前のように激しい泣きはみられず，相手か滋ひかけたり
FEかけなどのはたらきかけをするとその人に慣れを示し，
遊んでくれる乙とを喜ぶようになる。また，やりとりの
時聞が出品して相手iζ慣れるにしたがい，自分のほうから
その人にかかわりを持とうとする乙ともみられる。乙のよ
うに l滋すぎには人見却り行動が減少して行く。人見知り
がいったん弱まったのち15-]6カ月頃から今度は “はじ
らい"がみられるようになる。それまで見知らぬひとか
らのかかわりに反応し，やりとりをみせていたにもかかわ
らず，乙の時期lζは見知らぬひとがはたらきかけようとす
ると母親の背中Kかくれようとする，あるいは絢Kよじ
のぼってmiを隠すなどの行動が頻繁にみられるようにな
る。
乙のような見知らぬひとに対するー述のかかわりをそ
の行動から3つの時期にわけで以下の領駿との関連をみ
て行くこととする。乙れらをそれぞれ第 l期.人見知り
( 3 ) 
期，第2期'人見知り減少期，第3期.はじらい期とよ
J~乙ととする。
(21養育者との愛着と共感性
人見知りJtfJ・・… 8カ月頃からり紛がいないと泣いて
よんだり.泣きだすと母親でないと泣きやまないという
ように，明確な愛必行動がみられるようになる。乳児の
気持ちを伝えようとするしぐさもぶれ，自分か贈しい時
i乙母親をみてニッコリしたり ，話しかけるよう 1(.;:をだ
したり ，あるいは母籾との遊びの中で声をだして笑う乙
とがみられるようになる。その-}j自己主娠もみられ始
め，自分のしようとする乙とを鋭にさえぎられると悠っ
た戸をだしたり友情で示すようになる。母観への共感性
は，母親の感情の移り変わりに即応して，母観か悠ると
泣きだしたり，業しそうにすると臼ぶなど，共鳴の段階
にある。
人見知り減少期一ーー 移ー動巡動の発i主により母線への
あと追L、がみられるようになる。また母親の近くにすり
よって来てその腕に臼分の頭をもたれさせて甘えるなど，
以前lζ比べて感情的な結びつきが強まったという印象を
母鋭が持つようになる。また乳児が何かできると母線が
喜ぶという ζとを乳児白身が怠議しており，何かできる
と親のほうをみて仰怠そうになりそれを繰り返すという
乙とが頻繁にみられる。殺のほうもζの関係を怠識化し
ており，乙どもが得意そうに娠り返ると繰り返しほめる
ようになる。その一方自己主娠が明伍となり，臼分かし
ようとするととを邪魔されると怒ったり，自分のいやな
乙とをされそうになると手ではらいのけるなどの行動が
みられだす。税への共感性については乙乙でも共的動作
か中心となっている。
はじらい期....ー貌への愛おは前期より一段と強まり甘
える行動が多くみられるようになる。身体接触を求めてひ
ざカ〉らKじり上かったり，両手をJを:J.lしてだっ乙を求める
ようになる。気持ちの伝達は人みしり減少期では乳児の得
怠な気持ちを鋭iζ共有してもらおうとする乙とか中心で
あったのに対して，乙乙では第31雪あるいは物へのかか
わりに税を介任させようとする行動か出現する。たとえ
ば，何か珍しいものをみると母親を娠り返って取ってと
いうそぶりをしたりする。その一万自己主張は前の時期
より激しくなり，自分のしようとするζとを綬か妨百す
るとかんしゃくを起ζすようになる。乙の時期，共感性
は前の時期のそれとは異なり，それまで共鳴動作のみを
示していた乳児が乙乙では母親かしょんぼりしていたり
沈んでいると，その顔や手に触れてのぞき乙み心配そう
にするという行動を示す。また母貌のしている乙とへの
関心が強まり，特IC屯話への関心が強く，かかってくる
Yの見知らぬ人および餐育者へのかかわりと運動 ・認知の発達
???
表3.
18ヶ月17ヶ月16 15 14 13 12 1 10 9 8 7 (月令)
<はじらい期>
?????」
?
?????
<人みしり減少期>
初めは用心するが
あまり泣かず、慣れると喜ぶ
く人みしり期>
見知らぬ人を
ジッとみる
男性をみると泣く
11}見知らぬ人への反応
両手を山してダッコ
と甘える
?????』 ???? ????? ??? ???? ?? ?
?????????
? ??
母の手lζもたれて甘える
母の後追いをする
声を出して笑い
話しかけるように発声する
母t.Jlがいたtいと泣く
泣くと母でないと泣きやまない
うれしい時母をみて
ニッコリする
者
気持ちの
伝達
愛
泊
国}母が沈んでいると母の顔や手IC:ふれてのぞき乙み、心配そうにする
ー ?
????っ?????? ????
?
母が沈んでいるとおとなしい
性
12}養育者とのかかわりa
感共
??
"* 
オモチャなどとると
以前より強く怒る
いやな乙とは
手で払いのける
子がしようとする ζとを
じゃますると悠る自己主張
四つ遣い姿勢を
とり始める
ずり遺い始める
移動が激しく自分で
ほしいものがとれる
横転で部屋中移動
探索活動(大)
ころがって移動
ひき出しをあけて中の
ものを出す
っかまり立ち(:t) 
おすわり (+) 
うつぶせ中心(おしゃべり
しながらオモチャにさわる)
おすわり(土)
運動 ・認知
運動発注と
13} 
生開リズム
空腹の時7 ン7 という
空腹の時知らせる
目覚めると発声して知らせる
ほぽ一定となる生煙リズム
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と日1阿部I_~からでも遣って来て母線の綾子をみるように
なる。
131運動発達と生理リズム
人見知り期にいたるまでの大まかな発達は，対象の追
視が4カ)1 ，定~Jiが 5 カ月にみられた。寝返りは 7 カ月
頃にみられはじめた。日常の姿勢は主lとあお向けで，オ
モチャは持たせると持つが.両手で移しかえる，娠るな
どのかかわりは少なし、。寝返りはゆっくりと行なうもの
のあお向けからうつ伏せへの変換のみであり ，転がって
移動するという段階にはいたっていない。オモチャなど
を手にしている時の視線は手近にあるオモチャに向けら
れており ，他のものや人への視野の広がりは認められな
し、。
ム生lIJM........寝返りがスムーズとなり，倹転によっ
て部ぼの中の移動が可能となる。乙の頃IL'立睡眠 ・食事 ・
排地の生活リズムも一定となる。 l歳近く ICなるともの
の佼*か一倍活発になる。座位か安定し始め自由になっ
た両手で両手遊びが頻繁にみられるようになる。遊びは
き1=.'とうつ伏せ姿勢中心となり，何か言いながらオモチャ
をさわることが多くなる。
人みしり減少期 ....1歳すぎ頃からずり追いが可能
となり .部f'I!.から部屋への移動が活発となって，自分の
ほしいオモチャ江ど手の届く範囲のものを自分で取る乙
とができるようになる。また，座位から道う姿勢，W:う
資勢から座位への安勢変換が可能となる。
はじらい期………座位が安定し，四つ遣いで移動が始
まる。つかまり立ちの始まる乙の時期ILはまた，引き出し
などの保安がさかんになり，つまみを引いて引き出しの
中身を放り出す活動が目立って多くなる。
2. Y.T.の発達……三つの時期のまとめ
人見知りからはじらいにいたるまでの3つの時期IC，
乳児と袋育省の関係がどのように変化したか，またそれ
を支えている巡動発達や認決日発達がどのようなものであっ
たかを乙乙でまとめてお乙う(表4)。
考 察
以上ICY.T.児のO歳後期から i歳半までの対人発
注をみてきた。本稿の目的は，Y児の見知らぬひとに対
するはじらい行動の現れを通して.その自己意識，他者
怠識の発iの機相を探る乙とにあった。その際，はじら
いの出現するがi後の対人発注や探索 ・運動の発達を|刻述
させていく乙とによって，乳児の全体としての発迭をと
らえる試みをなそうとした。
はじらいそのものの考察にはL、る前IL，Yが見知らぬ
人IC対してとのような反応の変遷を見せたかをみてお乙
( 5 ) 
う。それは ， 養育者と見知らぬ人の識~II→見知らぬ人に
対する泣き(人見知り)→人見知りの減少→はじらいと
いうものであった。
見知らぬ人と養育者tζ対する識別的な反応は.健常乳
児の場合O歳前期にすでにみられる。それはまず袋行必
のがなどの聴覚刺激IC対する反応に始まり(およそ 2カ
Jl頃)，視覚刺激iζ対する弁別反応へと移行する(4 
5カ月13))。早期療育をうけているダウン症乳児の局代
iζも手均 6-7 カ月 頃 iζ養育者と見知らぬ人に対して~
なった反応を示す14)。また健常乳児とダウン症乳児の人
凡知り反応、の生起する平均月齢は，健常乳児で8-9カ
)~ ，ダウン症乳児で9← 11カ月である15)。乙れらの結果
から袋育省との愛宕関係の発達をみると， Yか早期鋭角ー
を受りているダウン症乳児の中てべ1<均的な発達を示して
いる乙とがわかる。
1.みるーみられるということの発生
浜田5)は乳児期の乙く初期においても乙どもがひとの
目を[見る〕場合には相手の白が自分のほうをみている
から[見る]，すなわち乙ちらを[見ている]相手を見
つめているのだという。乙のような[見る一凡られる]
という現象をWalonは[対時の感覚]とよび，乙れが
O 成、I~ばある いはそれより少し前の乳児の行動の中に観
察されるとしている。 例えば， r生後3カ月頃の乳児は，
にらまれたり，見つめられると欄を四百竹するように
なり， r生後4カ月のー乳児が，生後9円目の新生児と
近距離で対面させるたびκ相手をみつめ金属的奇声をは
りあげfる乙と，大人がじっとみつめると必ず視線を避け
る16)Jようになるという。乙のように.健常乳児の湯合
にはO成半はから対崎の感覚を持っていると巧ーえられる
か，乙の湖合果して乳児κ取って相手か[他省としての
#在]までなりえているか否かは不明である。ただ，浜
出もいうように乳児が[見る]という能動性とともに
[見られる]という受動性も感じているであろう乙とは
その行動から推論する乙とができる。
[r~ られている]乙とに対するな識を乳児が最も紛がJ
K示すのは， 0 I.長後期，8 カ月頃から現われる1'tfj~への
振り向き行動においてである。麻生17)によれば，乙の時
期乳児は「人からの視線を背中一杯lζ窓識しながら行動
するようなそぶり」をしめす。それ以前には乳児の視野
の中にいる場合κだけ人を意識する様子を見せていた乳
児が，乙の時期には視野外にいる場合にも養育者ーなどを
振り向く乙とが頻繁lζみられ始めるという。その視線の
;窓味はし、ろいろに解釈されている。それはたとえば乳児
か臼分の位界へ養育者をいさなう表れであり(ものを視
線で示したり予さしする，喜び悲しみの感情を共有して
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表4. 人みしり期、人みしり減少期、はじらい期KおけるYの発達
人みしり期 | 人みしり減少期 | はじらい期
乳児の生理的リズムの安定にとも| 母親との愛着はさに強まり、甘え| 座位が安定し這う一座位の変換が
なって、養育者は乳児の発するサイ|行動という形で表現されるようにな|可能になった乙とから、目的地へ行
ンのうち食事、睡眠、排rt!!などの生|る。乙の時期の親子関係の大きな特|き、望むものを得て、両手による採
理的欲求Ir閲するものをよみ取る乙|長は、乳児が自分の行動Il:フィード|作が可能となる。親IL対する甘え行
とが可能となっており、それらの時|パックを与えるひととしての母親を|動は引き続き見られ、親への接近要
間的な予測も比較的容易となって、 |明確に認識している乙と。何等かの|求と外界探索要求とがともに一段と
養育がそれ以前iζ比べて行ないやす|行動をしたあとには必ず母親の反応|強まってくる。乙の時期には身体接
くなる。 Iを期待して待つようになっている。 I触などを通して甘えるというだけで
乳児と養育者との愛着関係はすで|そしてほめられると喜び、 [ほめて|はなく、自分一人ではうまく解決で
に形成されており、特に乳児が生期|もらおうとして(母親談)]何度も|きない場面で援助を要求する。乙の
的欲求や身体接触の要求をもっ湯合 |その行為を繰り返し得意になるとい|ような心理的接近を見せる一方、乳
などのいわゆる緊急事態では、母線|う乙とが頻繁にみられる。 I児のしようとしている乙とが阻止さ
によるケアがないと心理的安定がえ | 這う力の麓得Il:より移動能力が飛|れると以前より強く怒りかんしゃく
られなし、。乳児は自分の感情を知覚|躍的に伸び、存在空聞が前の段階lζ|をお乙すなど、自己主張も一段と強
し、同時にそれに対する母親の表情 |比べて格段の広がりをもっ。部屋か |まり、接近と分離という両価性が地
や反応、Il:注意を向け始める。声遊び|ら部屋IL移動が可能になった乙とに|してくる。
のようなやりとりを好み、自分と母|より、母親のあと追いも自在にでき| 母親の行動に関心を持ち、 51]の部
貌とが順番IL応答しあう乙とを楽し|自分の望む時に母親のそばにいるζ|屋で一人遊びしていても、電話がか
むようになる。 Iとが可能となる。同時に、望む場所 |かるなど自分の関心のある乙とがお
乙のような母親と向きあったやり|へ移動して望むものを手にする乙と|乙れば、すぐに母親のもとへもどり
とりを条しむ一方で、乳児は物Ir対|ができるようになる。空間および対|その行動に参加しようとする。
する探索が活発となる。償転による|象を自主的に選び、手にするという| 乙の時期綴への共感性は共鳴段階
移動能力を発律して、外界を一人で |ζ とが日常的行為となってくる。白|にとどまらない。乳児がわから親に
探索して回り、親が何等かの妨害を|己主張はさらに明確となり、怠lζ反|対して何等かのはたらきかけ(なぐ
すると怒るようになる。 Iする乙とは手ではらいのりて自分の |さめ行動)を示すようになる。
との時期、親の気持ちへの共感性|気持ちをとおそうとする。
は共鳴段階ILとどまっている。 親への共感性はζ乙でも共鳴段階
を示す。
もらいたがる)，また自分のなそうとする行為への援助
やフィ ードパックの要求の場合もある。
さて， Yの発達をみると，乙のように養育者の視線
iζ対する明らかな反応を示す時期に，見知らぬひとに
対するひと見知りもまた明確になる。特IL興味深いの
は，r見知らぬひとが乳児Il:対して直接にはたらきかけ
る湖面のほうが，母線と話したりしている湯面よりも
その人κ対する回避反応が明らかになる(母親談)J 
という点であろう。すなわち O歳半ばIL観察された対
時の感覚は乙の時期見知らぬひととの対面という状況
において一段と強まり，乳児が相手から見られ接近さ
れる乙とを回避しよ うとする行動は.親しいひとの場合
Il:比べて見知らぬひとに対して一段と強まるので、ある。
( 6 ) 
乙のような見知らぬひと，あるいは親しくないひとに対
する一連の反応の線上IL，本稿のテーマとなる“はじら
い“の始まりがみられる。
2.見知らぬ人に対する回避反応の変化
Yの人見知り期における反応とはじらい期における反
応は，ともに見知らぬ人iζ対する回避反応という点で共
通しているものの，それらの意味する内容は巽なると考
えられる。
その行動レベルの差異についていえば，人見知り期の
回避行動1;1.泣く，しかめた表情を見せる，身体的な回避
をするなとのようiζ，きわめてネガテイブなものといえ
る。乙れに対してはじらい期の回避行動は，養育者のか
げにかくれるなどの身体的な回避を示すものの，表情は
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恐れを示しておらず，むしろ養育者のかげから見知らぬ
人の次の反応をうかがい見るというように，相手への関
心の高さを示す乙とが多くなる。
はじらい期にはYは自分の身体は“隠レ‘ながら相
手をみようとするようになる。乙れは相手の視線から逃
れようとしながら，乙ちらからは相手の存在を確認して
その反応を知りたいとする心性の表れであり ，乙れが行
動としてははにかむというかたちで出てくる。乙れらの
ζとから，乙の時期のYは見知らぬ人からまなざされて
いる乙とを感じており， “見られている"乙とを怠識化
している段階という乙とができる。しかし，この段階では
Yは“自己"が十分に確立していないため，まなざしか
ら逃れる防波堤として養育者を必要とすると考えられる。
3. Wallonの発逢段階にみるYの自己の発達
はじらい期におけるζの行動はWallon5lの“おじけ"
と照合して考えられる。 “恐れに似た情動lζ ，おじけ
(timidite)がありますー ーー それは人i乙対する恐れて‘
あり，もっと正確にいえば，他者に対した時の自分自身
の<自己>にかかわる恐れなのです (p.167)"。彼はお
じけと対l時の反応が関係しており，おじけが対時反応の
さいにみられるためらいやしり乙tみの感じであると述べ
ている。その上で文相侍の機能にふれ， “その機能はま基本的
なものであって，重度の知恵遅れの人Kもみられます。
その重要性は大きいーー -対t待機能は他者存在が目覚め
させる反射的傾向に対応するものだから一 一他者乙そ
危険性や偶発性の源泉であり，人はこれに即座iζ反応を
返してし、かなければなりません。そζで対時の反応は警
戒の状態と混じりあっているのです (p.167 )"と述
べている。
乙の乙とは
乙み(本稿でlはまはじらい行動)は'その様底tζ対他意識，
さらlζは自己窓識の存在を仮定してはじめてその出現が
理解される。つまり，人みしり期の回避反応とはじらい
期の回避反応の差異は，自他意識形成の有無によると考
えられるのである。
この過程がダウン乳児Yの発達において示されている
であろうか。Yの自我発達をWallonの発達段階(表 2) 
K対応させると，人見知りの発現する時期lζ，Yはまわ
りの人々との 「情緒的共生段段階JlC位置するととがわ
かる。乙の段階は「乙どもは周囲の身近なひとびとと非
常に密接に結びついていて他者と自分とを区別できない
ほどになってしまう (p.39)5) Jと8れ，自他意識のめ
ばえは仮定されるとしても，その明確な認識にはいたっ
ていなし、。次いで，人見知り減少期においてYは，自分の
行動にフィードパ yクを与える人としての養育者を意識
(7) 
化しており，日常生活の中でひんぱんに親へのふりむき
行動が地加している。乙の意識化とは，それ以前のYが
情動を放出する乙とにより，結果としてまわりの人々か
らの養育をうけるという「無意識的Jあるいは「無意図
的」関係にとどまっていた段階から，人見知り減少期K
は何らかの目的を持ち， r意図的JfCサインを表出する
(親を振り向いて発声したり表情で示す)段階に入った
乙とを意味している。
はじらい期にいたったYはWallonの「感覚迩動段階」
に移行している。乙の段階の乙どもは 「自分の行った運
動が外の世界にある効果をもたらした乙とを感知し.乙
の運動の効果を結びつけるように (p.143)5)Jなり，前
段階で達成されたフィードパック関係の意識化がさらに
明確になっている。表 4fC明らか忽ように，乙の時期，
Yは自己主張がさらに強ま っている。乙の段階では「他
者とともにJr自ら」行動するという発達段階にあると
し、える。
WalJonのいう感覚巡動段階は，乳児がまわりの人か
ら孤立して物質と係わるのではなく， 0歳初期からのま
わりの人々との関係と絡み合いながら，物とのかかわり
も施主していくと考えられている。乙の点に閲して言えば，
精紳分析学派が乙の時期を 「自己決定感覚のめばえJ4) 
あるいは「自己の怠図性への気っきJりという乙とはて
主体的自己の始まりを説くものの，その基縫となる乳児
の対人関係を“母子関係"という三者関係iζ求める立
場とは明らかに異なっている。ζの立場から乳児の自
己の発達をとらえようとするMahJer，Sanderの発達
段階論fC即して， Yと母親との関係の発達を表 5，表 6
1ζ示した。母親との二者関係(表5，表 6)において乳児
の自己のめばえがみられる時期， Yの行動IC::は養育者以外
の人との独自な関係(表3.表4)が示されており，乙れら
の比較においても，より聞かれた対人関係の観点から乳
児の自己の発達をとらえていく乙との重要性を指摘しう
る。
4.鏡映関係
ζの時期にみられるはじらいが養育者IC::は向けられず
に，見知らぬ人だけに表出される乙とをどう考えるとよ
いだろうか。
。歳乳児に対する養育者の位置は“補完者" (Wallo 
n)であり，養育者は日常のやりとりを通して，わずか
なサインにも敏感に反応してし、く関係を乳児との間iζ作
り上げている。乙のような養育者の立場は，乳児の行動
とそれに対するフィードパックの連鎖の中κ組み込まれ
ており，乳児にと って養育者は社会的な意味での“鏡"
として機能していると考えうる。それは乳児の自己を照
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表 5. Mahlerの理論にみるYの自己の発達
(O-Lt前半の過程)
Mahlerの発達段階 Yの行 動特徴 Yの月令
(11正常な自閉期 -生飽リズムが一定していない 0-
-乳児からの婆求サイン不明確 7ヶ月 l
(21 分 化 期 -生態リズムの安定
-空腹、睡眠要求のサイン明確化 8-
-母続が特定の人となり、泣くと母鋭でないと泣きやまない 12ヶ月|
-母鋭がいないと泣く
初期 -母線への甘え、後追いの出現
(3) 練習期 -移動能力の獲得と探索行動の増加(ずり這い) 13ヶ月~
後期 -母続から雛れて一人遊び、時1:母観の所1:戻って甘える 15、[6
-凶つ遣いでの移動で部屋から部屋へ。 母線の姿が見えない場所でも熱中して ケ月
遊ぶ。
表6. Sanderの想論κみるYの自己の発達
(0 -}才前半の過程)
Sanderの発述段階 Y の行動特徴 Yの月令
(1) 規 員IJ 化 -生slリズムの安定化 。~
-乳児の生型的要求の予測が母親にとって可能となる 8ヶ月
(2) 相互 交 換 -母貌とスマイルの交媛 8-
• f告をかけると、それに応じて発声する 9ケ月
(3) 誘 導 .yの方から声を出して笑い、話しかけるように発声する
-空腹のH寺などに発声して知らせる 10ヶ月~
-自分がしようとするととをじゃまされると怒る
(4) 限 局 イヒ -自力で空間移動し、母綬の後追いが可能となる
-何かできると得意そうに母続の方をみたり、めずらしいものをみると、 ふり 13ヶ月~
返勺てとってというそぶりをする。
(5) 自 己 主張 . yがしようとする乙とを阻止すると以前より強くかんしゃくを起乙す 15、16
ケ月~
らし返す鋭であり，乙の鋭映を自己の一部と考えるなら， うる。見知らぬ人は乳児にとって新しい鏡であり，その
乳児Kとって養育者は完全に切り離された他者とはなっ 応答がどのようなものであるかについての知識を乳児は
ていない。それゆえYは養育者からの視線に対してはじ まったくもっていない。従って，乙の時期Yが見せたよ
らいを示す乙とはなし、。 うな答戒しつつ相手の反応をうかがうというかたちのは
では，見知らぬ人の場合はどうか。乙の問いに対して じらいがみられるようになる。
は，乙の時期Yが養育者，見知らぬ人という“関係の場" 5.今後の課題
において，各々に相応すると恩われる反応を始めた乙と Yの自己意識の発達に関して，はじらい期のYが“見
を指摘しておかねばならない。 i籾lζはダダ乙ねをする られる存在としての身体"を意識しはじめていることを
が，それ以外の人には我をはったり しないでおとなしく 指摘しておかなければならなし、。 0歳初期，中期におけ
している (母親談)Jという言葉にみられるように.y る見るー見られる関係では， 乳児は自分の顔やかたちを
がまわりの人々との関係において，相手によって対応を 隠そうとする行動がみられなかったのに対して，はじら
変化させる乙とが顕著に見られ出している。Yの揚合， い期では， 乳児は養育者のかけ1ζ隠れたり，顔をみせた
日常の対人関係はおもに親とのそれであり，養育者以外 りしはじめた。乙れは，その内受容感覚と外受容感覚お
の人はまさに"見知らぬ人"として.Yと出会うと考え よび筋運動の知党によってとらえられていた主体的自己
(8 ) 
松島 ダウン症乳児の自己意識と他者意識
Ie:加えて，見られる存在としての客体的自己の意識化が
めlまえた乙とを意味すると解釈できる。
従来，客体的自己の獲得は鏡像認知や名前の理解・命
名を通して観察されてきた(乳児が客体的自己としての
自分の姿を実際の鏡像によって獲得していくのは，健常
乳児の場合2歳前後であり1)8)ダウン症乳児の場合はそ
れよりさらに遅れる18))。
乙れに対し;本稿では，乳児の主体的自己と客体的自己
の意識化の発達を，対人的な鏡映関係の中に見出し，そ
変化を記述する乙との重要性を示し得たと考える。乙の
銃布、から，乳児とまわりの人々とのかかわりをさらにフォ
ローアップし，次報告としたい。
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Summary 
Develooment of shyn巴55in Oown's Syndrome (OS) infants was studied concerning with the development of selι 
other consciousness. Shyness which meant bashful feeling was considered more primitive level than shame which meant 
a painful feeling of having done something wrong because the later one based on social standard. 
It was hypothesized that shyness was a sign of infant's being aware of other's looking at himfher. The awareness 
of being look atwas considered to have some relation with infant's development of selιother consciousness. 
Subject was a male DS infant who participated to our early special intervention at the CHILO & FAMIL Y CLINIC of 
OSAKA CITY Univ. Data was colected by interview to his mother. She was also asked to record her infant's behavior 
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in daily life. She was interviewed about (1) infant's behavior of shyness to strangers， (2) the quality 01" interaction 
between the infant and the mother (including family members). Data was collected once a month at the special class， 
from his 4 -24 months of age. In this study， the data of 6 -18 months were analyzed. 
Results were as follows: 
(1) The response to a slrangers' could be divided into three phases，(a) the fear of strangers phase， (b) the decreasing 
the fear of strangers phases and (c) the shynes to strangers phase. 
(2) Each of these phase was corresponded to some stage of mother-infant interaction. Before the infant reached to 
the first phase， he had already showed attachment behavior 10 his mother and family members. And the qualities of 
their relationship became more tight. Intersubjective communication was shown from the beginning of the first phase. 
These results were discussed along with Walon's ego developmental theory to describe the development of self-other 
consciousness in DS infants. 
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